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岩手大学 小笠原敏記

復興に向けての岩手大学の役割

洋野町種市漁港



復興に向けた岩手大学の取組

復興対策本部長（学長）

復興対策副本部長（地域連携担当理事）
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岩手県内の主な痕跡高

※東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループより

明治三陸地震（1896）：
津波の遡上高の最高値は
大船渡市三陸町綾里の38.2m
観測史上では国内最高記録であった．
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県内の津波被害の概要

壊滅的な被害を受けた地域

宮古市田老，山田町，大槌町，

陸前高田市

市街地を中心に被害を受けた地域

野田村，宮古市，釜石市，大船渡市，

大船渡市三陸町

臨海部の集落に被害を受けた地域

久慈市，田野畑村，岩泉町小本

ほとんど被害のない地域

洋野町，普代村
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90歳以上

80～89歳

70～79歳

65～69歳

60～64歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

10～19歳

6～9歳

6歳未満

県内の被害者数

震災1ヶ月後の死亡者数の年齢分布

1,416人 約3割を占める

約５割を占める



宮古市田老の被害状況

被災前

X字型防潮堤：総延長 2,433m，高さ T.P+10.0m

壊滅的な被害を受けた地域

築堤の古い順
古

新

(1934～57)

(1962～65)

(1973～78)

1,350m

582m

501m



田老防潮堤に津波が襲来する様子



破壊された田老防潮堤

■田老地区海岸防潮堤 ■田老漁港海岸防潮堤

防潮堤高：T.P+10.0m

天端・裏法損傷：0.3km 全壊：0.6km



防災施設による被害軽減

村中心部や集落地に被害は及ばなかった！

普代川河口から300mほど上流に造られた
高さ15.5m，幅205mの普代水門
痕跡高：T.P+24m
水門を越えたが上流約300mで止まった

普代川

普代水門

■水門より内陸側

■左岸側：山裾と接続 痕跡高 T.P+24.0m



痕跡高 T.P+8.9m

総延長155m，高さ15.5m
1967年に完成した防潮堤が巨大津波
から約100世帯の集落を守った．

■防潮堤より内陸側

■防潮堤より海側

太田名部防潮堤



高所移転による被害軽減

大船渡市三陸町吉浜

約15m

吉浜湾

吉浜湾

農耕地

旧三陸町の吉浜集落は標高20～30mの
高台にあり，斜面や低地を農地にして，
半農半漁の生活を送る．

防潮堤高：T.P+7.15m



避難して被害軽減

宮古市鍬ヶ崎（角力浜）地区：津波防災施設の無い地区

明治三陸津波(1896)が震災前の角力浜に来襲したら・・・

宮古湾

これまでの地域防災研究センターの活動



住民が自ら津波を学び，避難の問題・課題を考えて避難行動に移すことが

できるような自主防災力の向上を目的としたワークショップを実施した（H17年）．

避難路：130m

津
波
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難
マ
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プ

まち歩き点検

毎年避難訓練



角力浜地区：110人の住民のうち109人が助かった！

※1名は第1波避難後，船を見に行き2波目で被災

被災後



•被災地へのICT機器の提供，2011.4～2011.5
PC: 504台
プリンタ: 113台
その他ネットワーク機器等: 多数

•留学生のための防災（地震）ワークショップ，2011.5.20
防災指導車に乗り地震の揺れを体験
地震とは何か？地震からどのように身を守るか？の解説

•地域を支える「エコリーダー」・「防災リーダー」育成プログラム，
2007.4～
環境問題や地域防災活動の重要性を地域，学校，職場などへ伝え，そこでの活動
を牽引するリーダーを育成することを目的

•津波防災学習教材の開発および啓蒙活動，2005.4～
岩手県と共同で津波防災学習教材を作成し，作成以来今日に至るまで，小中学校
の教諭への普及活動を継続して行っている．

地域防災研究センターの活動状況
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防災教育・啓蒙活動 ～防災リーダー育成～



教材の学校での使い方

■小学校低学年 ■小学校高学年

•資料を印刷して使用
•プロジェクターで動画を上映

•ＰＣを使用
•生徒たちが発表会の資料を作成

防災教育・啓蒙活動 ～津波防災学習教材～
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•東日本大震災による被害状況の詳細調査及び安全な沿岸地
域づくりへの提言，2011.6～2012.3（共同研究：岩手県）

1.地域毎の津波被害状況の詳細把握と地域防災計画の検討

2.地震直後の避難行動に関するアンケート・ヒヤリング調査

3.家屋被害のデータベース作成と被害状況とハード・ソフト対策との関係
に関する調査検討

4.被災地域における水質環境の状況調査

5.東日本大震災による構造物の被災状況の整理と対策の検討

6.地震の影響を受けた家屋等構造物の被害調査

7.液状化による防潮堤・河川堤防の被害調査



27.0%

73.0%

被害あり

被害なし

学校は津波の浸水被害を受けたか？

被害あり
回答校数：111

東日本大震災での小中学校の避難行動に関するアンケート調査

対象地域：沿岸12市町村
配布数 ：小中学校：188校
実施期間：8月10日～22日



震災前，学校まで津波が来ると思ったか？

40.0%

56.7%

3.3%

思った

思わなかった

わからない

被害あり
回答校数：30



43.3%

33.3%

6.7%

6.7%
6.7%

3.3%
地震が発生した場合、常に避難していた

ので、避難した

今回の地震では、この場所も危険である

と判断して避難した

今回の地震では、この場所が危険かどう

かわからなかったが、念のため避難した

さらに詳しい情報が得られるまで、様子を

見ることにした

ここが避難場所になっているので、避難し

ないことにした

その他：学校が避難所なので避難者受け

入れをした

地震直後，避難についてどのように判断したか？

被害あり
回答校数：30



避難を開始したのは，地震発生から何分後か？

55.2%

13.8%

6.9%

17.2%

6.9%

10分未満

10～20分後

20～30分後

30～40分後

無回答

被害あり
回答校数：29



どこに避難したか？

13.3%

46.7%

33.3%

6.7%

校舎の高い場所に避難

近くの高台に避難

指定避難場所に避難

無回答

被害あり
回答校数：30



その避難場所からさらに避難したか？（二次避難）

66.7%

25.0%

8.3%

はい

いいえ

無回答

被害あり
回答校数：24



二次避難を開始したのは，地震発生から何分後か？

6.3%

31.3%

12.5%

43.8%

6.3%

10分未満

10～20分後

20～30分後

40分以上

無回答

被害あり
回答校数：16



学校はどの位の高さまで浸水したか？

16.7%

38.9%
11.1%

16.7%

11.1%
5.6% 校庭まで浸水

1階まで浸水

2階まで浸水

3階まで浸水

屋上まで浸水

校門坂の入り口まで浸水

被害あり・
二次避難

回答校数：18



ひとづくり

まち
づくり

施設
づくり

東北大学

弘前大学

秋田大学

他大学との連携

津波に強い施設づくり

災害に強いまちづくり

地域防災を担う人づくり

キーワード：
・多重防災型まちづくり
・災害文化の醸成と継承
・ボトムアップ型防災システム

岩手大学地域防災研究センター

災害文化分野

地震・津波解析分野

地域計画分野

県

市町村

住民

地域との連携

災害に強い三陸災害に強い三陸



ご静聴，ありがとうございました． 野田湾を上空より望む



地震の揺れが一旦おさまった後，
生徒にどのような指示を出したか？

3.3%
6.7%

56.7%

20.0%

6.7%
6.7%

その場に待機させた

体育館の集合させた

校庭に集合させた

避難場所に避難した

その他：3階に集合させた

無回答

被害あり
回答校数：30




